
第 15回大学コンソーシアム八王子学生発表会 

 

 

⾝体醜形障害を伴うルッキズムに対する啓発動画制作 
 

Enlightenment video production for lookism involved with 
body dysmorphic disorder 

 
⾕ 直輝 

指導教員  菊池 司 
東京⼯科⼤学 メディア学部 メディア学科 菊池研究室 

 

キーワード：ルッキズム，⾝体醜形障害，曝露療法 
 
 
１． 諸⾔と研究⽬的 
近年、私たちが⾝近に感じている社会問題として

ルッキズム（外⾒のみを重視して⼈の判断あるい
は容貌や容姿を理由に差別的な扱いを⾏う思想）
に対する執着が若年層を中⼼に⾒受けられる。そ
の社会的要因が⽇常⽣活をする上で社会的ステー
タスとしての美しさや若さに対する上位の位置付
けだ。その結果、外⾒に対する過度な思い込みや強
迫観念による容姿への執着や外⾒への修正が後に
⾝体醜形障害（BDD）を引き起こすリスクを⾼め
る危険性を帯びているのだ。 
論⽂でこの事実は書かれているが昨今のコンテン
ツの発達によって BDD の症状の中核に該当する
若年層の情報を得るためのツールが論⽂よりも映
像の⽅が多数なのではと考察し、また BDD をテー
マにした映像の少ないと考えたので、⾃分で⾝体
醜形障害をテーマとして啓発動画制作を考えるの
に⾄ったのだ。 
 
２．BDD と DSM-5 について 
BDD の主な特徴として挙げられるのは、外⾒上

の⽋点や⽋陥に対して過度に醜いと認知すること
で⾝体的部位に対して過剰に繰り返される⾏動や
精神的⾏為を取ってしまう症状と定義されている。 
DSM とは、⽶国精神医学会が作成する、精神疾患
や精神障害の分類をするマニュアルであり正式に
は「精神疾患の診断・統計マニュアル（Diagnostic 
and Statistical Manual of Mental Disorders）」と

⾔い、アメリカの精神科医が使うことを想定した
ものである。これは事実上国際的な診断マニュア
ルとしても使われている。この DSM に書かれてい
るのは、精神障害を診断するための記述、症状、そ
の他⾊々な基準であり、精神障害の研究に使える
ような⼀貫した信頼できる診断を与えている。
DSM-5 はその改訂第 5 番に該当する。「⾃閉性障
害」、「アスペルガー障害」、「広汎性発達障害」など
と呼ばれていたいくつかの障害が、別々のもので
なく連続した障害であるという⾒⽅であると新た
に再定義されるようになったのである。 
DSM の観点より、BDD を患うと併発する可能性
として強迫性障害（ODD）や鬱病などの社交不安
障害（SAD）だ。 
図1では SAD を発症する年齢の割合を⽰したグラ
フだ。ほとんどの⼈が 10 代で発症していることが
わかり、グラフから若年層に該当する年齢層の⼈
たちに兆候が⾒受けられることが⾔えるのである。 
 

 
（図 1）社交不安障害の発症年齢 
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３．関連研究 
平均年齢 19 歳の男⼥⼤学⽣ 329 名に外⾒修正を
測定するための尺度の信頼性と妥当性の調査で以
下のような図 2 のような結果が出た。1 は、外⾒
修正は⾝体不満⾜感を媒介して容姿に対する醜形
恐怖⼼性に影響を及ぼす。2は、外⾒修正は⾝体不
満⾜感を媒介して容姿に対する評価懸念に影響を
及ぼす。3は外⾒修正の⾝体不満⾜感を媒介し、容
姿に対する関⼼集中に影響を及ぼす。図 2 の結果
から尺度全体の信頼性係数は＝.881であり，「外⾒
修正」因⼦がα＝.872，「積極的受け⼊れ」因⼦が
α＝.865，「回避」因⼦がα＝.747であり，⼗分な
値であると判断された。この結果から若年層の年
齢の男⼥に、容姿に対する何らかの恐怖⼼性があ
ることが明らかになったのである。 
 

 
 
4．BDD と DSM-5 との関連性  
従来の DSM の BDD は⾝体表現性障害の中で分

類されていたものだが、近年の⽣物学的研究の進
展とともに OCD の認知的プロセスの介在を要さ
ず、繰り返しの⾏為が⽣じるタイプの報告がされ
るようになり、第５版に改訂された診断基準に該
当されるようになったのである。 
 

5．提案⼿法  
BDD 患者の⼤半は、精神科よりも⽪膚科や美容
整形外科を受診する割合がはるかに⾼率だ。なぜ
なら、BDD 患者のほとんどが正しい病識を持った
⼈が少なく、⾃ら精神科に受診するケースが極め
て少ないからだ。そこで実写映像と⼿書きプロモ
ーションビデオの 2 種類を⽤意し、⾝体醜形障害
を啓発する映像を制作したのである。そして、その
2 種類の映像のうち、アンケートを集計し、どちら
の映像コンテンツが若年層に違和感なく受け⼊れ
られるのかを調査する。 
 
6．おわりに  
BDD 患者のほとんどは、⼗分な病識がなく、合

理性について妄想的信念を有していた。精神科の
受診による曝露療法（エクスポージャー法）より
も⽪膚科や美容整形外科を受診する割合が⾼く、
これでは根本的な解決にならない。精神病理や病
態に対する理解を深める上で若年層と現代にあっ
たコンテンツで⼗分な病識を映像として啓発する
ことで認知療法の⼀助となれるように最適なコン
テンツをより正確に把握するために映像コンテン
ツの種類の追加が今後の課題点である。 
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